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経済学研究第32還を第 2努 219 (4，95) 

研究ノート

北海道製造企業の類型について

一成長投との関係において

お次

1. 目的と分析方法

2. 企業グループ分けに索献する緩滋婆因

3. 業緩室長，諜綴$1)の特徴

1. 絡

L 詩的分析方法

真野 錆

藤芳彰

うたにわれわれは， r北海道製造企業の成長分析J(北大「経済学研究J第30
巻第4号)及び「統北海道製造企業の成長分析J(開第31巻第1努)で，北海道に

おける製造企業の成長婆陸の分析を持って来た。その九特に後者の「続北

海道製造企業の成長分析jで， 20儲の主饗な経営要題ざと取り出し，ぞれが会

業譲績にどのように関係ナるかを調べた。本橋では，この間じ縦営要弱含示

す変数合使用して，間じ社の被調奈企業について，似かよったアイテム・カ

テゴザー(費関・問答駿)反応を示す企業群にグループ分けすること

るO その場合，①グループ分けに強く寄与する犠営要民は持か，舎このグル

ープ芳げで，業種別，議綴J.l1jにはどんな特徴がみられるかを調べる事が，ヌド
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稿の目的になる。

これらのg能令達成する為札数量化理論E慨が使躍される。これは，ア

イテム・カテゴ1)…反応が類似する食業は，同じ得ー点宏得るように，カテゴザ

ー (1潟答肢)に付与される係数(カサゴジー・スヨアー)をど作り出すもので

ある。この時，数通りの綴が得られる。各根について，絶対{畿の大きい係数

に注目して， このま良を性格付ける率が第1の目的になる。カテゴリー・スコ

アーは多次兎空間の 1点で示される。企業に与えられる得点(サンプル・ス

コアー〉もこの多次元空間の1点で永され，企業はこの期間の複数の輸によ

って，ほぽグループ分けされると考えられる。

次に，業種別，業績別にサンフソレ・スコアーの平均を算出し，空間内での

位置を調べることによって，第2の目的が達成される。

2. 企業グループ分けに露鯨する

表1から表3vこ，第1根から第3根のカテゴ1)-・スコアーが示されてい

る。障と根の中勺レンジ アイテム内での最大カテゴザ…・スコアー

と最小カテゴ1)…・スコアーの議)が大きい事"それが他根と辻較しでも大

きい選手，アイテムについてのカテゴジー・スコア…による解釈が整合的であ

る事を条件にして，アイテムを選択し根の解釈を行なった。

第1根は，本州市場や海外市場への進出に隠するものである。この様の解

釈の為に使用されたアイテムは「海外市場に対ナる考え方Jr本州市場に対
る考え方Jr本州への移出比率j るO これらのアイテムの持つカテゴ

リー・スコアーのみな悶示したのが関1であるc 第1執の正の方向は，

拡大に対ずる積極性也魚の方向は消極性を示している事がわかる。



北海道製造王伝言震の綴擦について 真野・後藤

淡 l

質照項悶(アイテム〉

社ま誌の年齢

務 i 車車

問答肢〈カテゴヲー)

55歳未満

、労高気-62歳

続殺~67歳

67歳以上

5年未満

5 塁手~8 年

8 年~1l王手

11年以上

創業者社交

2代自社長

主主的iまえぬきの社炎

他の機関・会主主から入った社長

校長1がら型

役員の平均在位年数年来

社長の出身地位

議言語滋思決定機関での

決定方式

企業の強み

役員の意見中心型

五託業の伝統・知名皮・ブランド

経営持

取扱い製品の特性・成長後

製品機発力

安定した飯売先 e納入先

その他

務在は全く考えていない

近い将来市場として考えている

現在海外浴場を採っ

すでに工場・営業所などを進出

荷社・問屋などを遜じて販売

進泌を考えている

市場として考えていない

海外市場に対する考え方

本州市場に対する考えブ子
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製品の本州への移出上凶 I .全くない
10%米満

10%~20% 

20%~305答

30%~50% 

50%以上

努子従業災の平均勤続年数 10年米満

115年-15年

15年以上

最も3注視する主力製品の i 技術室長鎖性
セールス・ポイント l デザイン，ブランド

襲能禁伎の設計z アーフター
サービス

その他

第Hこ重筏する主力製品の : 技術数童日後

セーノレス・*'イ γ ト | デザイン・ブランド

悩i絡
機能水位の設計，アーフター

サ-tfJえ

その他

主面会~-C'0):;l. -ザ…へのチぷ五五五色民7販売小会社
小発粂 (8鐙広・スーパ…等)

総合商社

その他

本日司浴場て、の品ーザーへのチャネルi自社直販・厳死小会役
小売業〈百貨応・スーパ一号事〉

専門商社・代理庖

総合言語役

その総
本州へ進節していない

行っている

行っていない

売上言語研究費比率
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北海遊製迭企業の類型について 真野 e

生産技術

製品会の品質・機能に関ナる技術

最もま愛読する財務指標

21寄隠に議後ずる財務指標

清孝在i反集機構

質問項箆〈アイテム〕

社長年齢

役燃の平均在位圭手数

会童話的に技術選手入

一部分の技術導入

導入技術であるが大幅改災

会くの自主技術

会節約に技術導入

一部分の技術導入

導入技術であるが大幅改良

全くの自主技術

発ち上げの伶び率

約主主の伸び率

ヲ皆上室長綴

科援金額

発上高に対する利益率

その他

究ちょげの伸び率

利益のf取び率
宛上五注額

利主主金額

売上主誌に対する利益率

その他

表 2

第 2 事政

問答絞(カテゴリ…〉

55歳来、満

55歳~62緩

62歳:""'-67放

67級以上

5年米満

5 年~8 年

8年-1

11年以上
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-1.亨14

0.888 

ω0.3ヲS

0.381 

…2.262 

0.601 

-0.104 

0.393 

-0.ヲ05

0.110 

1.344 

0.3毛S

四 0.0ヲ2

0.928 

0.023 

.-0.021 
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社長の出身地位

最潟意思決定機関での決定方式

企業の強み

海外市場に対する考え方

ヌドチH市場に対する考え15

製品の本州への移出比率

努子従業負の平均勤続年数

最も議視するヨミカ製品のセーノレス
.ポイント

憲司祭;者社長

2代総社長

社内はえぬきの校長

悠の機関・会社会、ら入った社長宅

投祭中d心裂

役員の意見参考裂

役員の窓見中IU型

企業の仮統・知名度-.ブランド

経常持

取扱い製品の特性・成長役

製品開発カ

安定した絞売先・納入先

その他

務署長は念く考えていない

近い将来市場として考えている

議後海外市場を凝っている

すでに工場・営業所などな進潟

蕗後・問屋などを通じて寂宛

滋出合考えている

常務として考えていない

全くない

10%米満

10%~20% 

20%~30% 

30%~50% 

50%以上

10年未満

10年~15年

15生存以上

技術独鎖性

デザイ γ ・ブランド

締務
機熊本位の設計，アーフター

サ…ピス
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北海道製造企業の類型について 真野・佐藤 225 (501) 

第2に重視する主力製品のセール 技術独創性 一2.415
ス・ポイント

デザイン・プランド -0.012 

価機能格本位の設計， アーフター
-0.179 

サービス 0.679 

その他 0.493 

道内市場でのユーザーへのチャネル 自社直販・販売小会社 1.139 

小売業(百貨庖・スーパ一等) ，，3.571 

専門商社・代理庖 ー0.573

総合商社 -0.686 

その他 ー1.536

本州市場でのユーザーへのチャネノレ 自社直販・販売小会社 1.356 

小売業(百貨庖・スーパ一等) -3.520 

専門商社・代理庖 -0.160 

総合商社 -0.737 

その他 -3.311 

本州へ進出していない 0.964 

市場調査の実施 行っている

行っていない

0~1% 

1%~2% 

2%~4 5!五

4%以上

全面的に技術導入

一部分の技術導入

導入技術であるが大幅改良

全くの自主技術

製品の品質・機能に関する技争街 全面的に技術導入

| 一部分の技術導入

| 導入技術であるが大幅改良

| 全くの自主技術

最も重視する財務指標 ( 売り上げの伸び率

利益の伸び率

売上金額

利益金額

売上高研究費比率

生産技術

売上高に対する利益率

その他
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2番目に重視する財務指標

情報収集機構

質問項目(アイテム)

社長の年齢

役員の平均在位年数

社長の出身地位

最高意思決定機関での決定方式

企業の強み

売り上げの伸び率

利益の伸び率

売上金額

利益金額

売上高に対する利益率

その他

専門スタッフを置いている

な置| 経営者が主に集める

い ~I 全員で集める
い| 意識的にはやっていない

表 3

第 3 軸

回答肢(カテゴリー)

55歳未満

55歳~62歳

62歳~67歳

67歳以上

5年未満

5 年~8 年

8 年~11年

11年以上

創業者社長

2代自社長

社内はえぬきの社長

他の機関・会社から入った社長

社長中心型

役員の意見参考型

役員の意見中心型

企業の伝統・知名度・ブランド

経営陣

取扱い製品の特性・成長性

製品開発力

安定した販売先・納入先

その他

同 1.258

1.870 

1.081 

2.599 

-0.260 

-0.230 

-0.504 

0.268 

-0.066 

0.180 

一0.482

0.301 

0.243 

0.374 

2.158 

0.955 

0.129 

-1.296 

-0.767 

一0.612

一0.231

2.164 

ー0.028

目 0.276

0.611 

-0.993 

-0.586 

-0.914 

3.125 

0.935 

1.889 



北海道製造企業の類型について 真野・佐藤

海外市場に対する考え方

227 (503) 

本州市場に対する考え方

製品の本州への移出比率

男子従業員の平均勤務年数

最も重視する主力製品のセーノレ
ス・ポイント

第2に重視する主力製品のセーノレ
ス・ポイント

道内市場でのユーザーへのチャネル

本州市場でのユーザーへのチャネル

現在は全く考えていない

近い将来市場として考えている

現在海外市場を持っている

すでに工場・営業所などを進出

商社・問屋などを通じて販売

-0.425 

2.127 

0.706 

2.165 

-0.384 

進出を考えている -1.157 

市場として考えていない -0.600 

全くない

10%未満

10%~20% 

20%~30% 

30%~50% 

50%以上

10年未満

10年~15年

15年以上

技術独創性

スビ一一
タ
サ
フ

ド

ア
ンラ

計
フ

訟
の

ン

位

イ

格

本

ザ

能
デ
価
機

その他

技術独創性

デザイン・ブランド

価格
機能本位の設計，アーフター

サービス
その他

自社直販・販売小会社

小売業(百貨庖・スーパ一等)

専門商社・代理府

総合商社

-0.606 

-0.532 

-1. 755 

0.092 

2.600 

1.115 

0.439 

-0.306 

-0.831 

一0.398

-0.838 

0.535 

-0.451 

3.100 

0.177 

1.077 

-1.081 

-0.398 

1.557 

-0.455 

-0.500 

0.639 

1.869 

主IJ)一位一 一」 ι竺ι
自社直販・販売小会社 0.441 

小売業(百貨店・スーパ一等 -0.327

専門商社・代理屈 -0.061 

総合商社 -0.018 

その他

本州へ進出していない

3.052 

-0.691 
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市場調査の実施

売上高研究費比率

生産技術

製品の品質・機能に関する技術

最も重視する財務指標

2番目に重視する財務指標

情報収集機構

[日る
行っていない

0~1% 

1%~2% 

2%~4% 

4%以上

全面的に技術導入

一部分の技術導入

導入技術であるが大幅改良

全くの自主技術

一導入一部分の技術導入

導入技術であるが大幅改良

全くの自主技術

売り上げの伸び率

利益の伸び率

売上金額

利益金額

売上高に対する利益率

その他

売り上げの伸び率

利益の仲び率

売上金額

利益金額

売上高に対する利益率

その他

専門スタッフを置いている

な置 経営者が主に集める
L 、L、
全員で集めるて

L 、意識的にはやっていない
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「金議の強み」

と閉じ方向を持つカテゴ予…

「小硲業jが日

へのチャネノレj

向)がある。市場拡大に対して積緩急9(十の

は，道内市場でのエLーザーへのチャネルでは，

「本州市場寸?のこみーザザーへのチャネノレj

本州

チャネノレの多様性を表わしとなり，場では全てのチ寸'ネノレを示ナカテゴリ

「製品爵発力Jが目立つ。皮対に，市場拡大ている。また余業の強みでは，

と閉じ方向をど持つカテゴリーは，道内市場でのユーザの方向〉に消極的(
A 
』ニーへのチャネルでは「その他ムヌドチH市場で、は f2ドチIiへ進出していないよ

の中では「その強jである O業の強みでは，特に顕著なものがなし

2根は，製品開発と この根の解る財務指標に欝ずるものである。

f最も強みj釈の為に使用されたアイテムは「売上高研究費比率j

これらのアイテムに属する主なカテゴリー・スるO主愛護する財務指標j

2軸のまの方向は，製品戦略に欝ずるは際2に示されている一アコ

しかも，第2棋に

る指標として売上金額，して，製F日1戦略に関する革新志向が，最も

安定志向が純益の伸び本とそれぞれ関連していることがわかる。

負の方向は安定車向を示していることがわかる。志向

「道内でのとむーザーのチャネノレj

ユーザーのチャネノレ」

製品戦略に爵ずる革新志向(-'FQ)ー方!勾)と同じ方向をど持つカテゴリーは，

i弘三本1Hïti場の悶チャネんとも「自社寵飯・販売小会社J. 努~2 の財務指標で

2 v;こ重損ずる財務指標jがある。

ものは，飽のアイテムでレンジの大

「コf;:~m
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「売上金額」となって

と同じ方向を持つカテゴリーは，道内，安定志向(ーの方向)いる。反対に，

「小売業J，第2の財務指標では「売上の伸び率」本州市場の両チャネルとも

となる。

第3根は，情報収集と役員の在任年数に関するものと考えられる。この根

「役員の平均在位年数JI市場調査の実の解釈の為に使用されたアイテムは

「情はレンジが小さいが，施JI情報収集機構」である。「市場調査の実施」

報収集機構」の解釈と一致するので，根の解釈を補強する意味でとりあげ

これらのアイテムに属するカテゴリー・スコアーは図3に示されていた。
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負の方向は消極性を示

この軸に関連して，情報収集に対する積極性

第3軸の正の方向は，情報収集に対する積極性を，

していると考えられる O また，
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が役員夜位年数の緩かさと，議極性が投員在{立金手数のま設さと関連していると

思われるo

他のアイテムで注協すべき?ものには，r第2に議議するセールス・ポイントJ

f製品の品質，機能に関する技術Jr議も意識する財務指標」がある。情報

収集に対する積極性(十の方向〉と同じ方向を持つカテゴリ…は，第2の-1!

ーノレメ、・ポイントでは「デザイン l・ブランドJ， 品質・機能技術では「全面

的に投術導入J.最重視の貫主務指標では「利益の伸び率Jr利益金額Jとなる o

情報収集に対する消極性〈ーの方向〉と関じ方向を持つカテゴリーは，第2

のセーノレス・ポイントモは f錨務J， 品賞・機能技術では「一部分の技術導

入J.議重要視財務指標では「売上の伸び率j となっている。尚， 最重授の

セーノレス・ポイントでは， 十の方向では「その龍J， ーの方向では fデザイ

ン・ブランドJとなっている。表4は，各軸の解釈とその精度を示すサンプ

/レ・スコアーとカテゴヲー・スコア…との頼関を表わす係数が示されてい

る。

表 4

内 改倍与T 

〈十) 〈一)

第1報i 7行場拡大に務緩的市場拡大に消緩釣 0.448 

第2勅 製品に関する革新志向 製品に関する安定志向 0.386 

第3総 機報収集に税率霊的 僚級収室長告と消綴的 0.36ラ

3. 業種部，業績到の特畿

1軸を横翰，第2毅を縦斡として 2次活空間安作り，カテゴリー・スコ

アーにより~問答設を図示したのが爵 4 である。この間じ空間内に，業種別

企繋のサンフツL・スコプーの平均値を図示したのが欝5である。接種は食料

品37社，木材・木製品と家ゑ・装備品32社，窯業・土石製品23社，金属製品

と一般・電気・韓議機械25詮，その他23社のらつに分けた。表5に，
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JJIjのサンプノレ・スコアーの平均値と業績平均点が示されている。業績は，先

にわれわれが「北海道製造念業の成長分析Jr続北謹選製造企業の成長分析j
で使用したものと同じであり，昭和51年から昭和54年設での発上高，昭和国

年の使用車意資本と税引後純和議苦言考麗して 0--10点までの連続変数に評点{と

したものである。点数が潟いほど業績が災い。

関5，潔5からわかるように，窯業・土石，金E義援援は襲芸品革新議{勾が強

慾 5

0.3 

-幾重量・土谷 0.2 

• 金属・機械

0.1 

|市場安僻潟i 17台場拡大1&1勾i

F む.3 -0.2 -0.1 0 0.1 0.2 0.3 

その他. .木材・木製品
(含家主主・裟鋳.fi，)

一容.1

-食料品
-0.2 

一0.3

七食料品・木材・木製品は革新性が弱い。製品革新志向の強いこの2つの業

種ば，';他の業績より“も業績が良い事がわかるo ~た，製品革新えま向の強い業

穫のうち，雲農業・土器は市場安定芝、舟であり，金属・接続は市場拡大志向で
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ある。この2つの業種のうち市場拡大志向である金属・機械の業績が良い。従

表 5

業 種
サンプノレ・スコアーの平均値

業績点の平均値
第 1軸 第 2軸

食 料 口仁口1 0.096 -0.175 4.78 

(木含家材具・・木装製備品品) 0.058 -0.040 4.85 

窯業・土石 -0.388 0.187 5.10 

金属・機械 0.173 0.179 5.32 

そ の 他 -0.035 -0.044 5.06 

って，業種別にみた場合には，市場拡大，製品革新志向の強い金属機械が最

も業績が良いという事になる。

次に，業績別に特徴をみる。最上位の企業(業績評点6以上)， 上位の企

業 (5.5以上6未満)，中の上の企業 (5以上5.5未満)， 中の下の企業 (4.5

以上5未満)，低位の企業 (4以上， 4.5未満)， 最低位の企業 (4未満)の

6つの区分した。それらのサンプル・スコアーの平均値を図示したのが図6

である。これら先ず第ーにわかる事は，業績上位3クソレープが第1，第2象

限にある，つまり業績下位3クボループよりも製品革新志向が強い事である。

従って，市場拡大志向性よりも，製品革新志向性の方がより業績と関連して

いると思われる。業績上位3つのクーループ，業績下位3つのグループの 2つ

に分けて各グループ内でのみ考察すると，各クゃループ共市場安定志向が強い

ほど業績が良い事がわかる。業績下位3クゃループでは最低位のグループが市

場拡大，製品安定志向が最も強く，業績低位と中の下の 2グループは製品安

定志向が弱くなり，市場安定志向が強くなる。

業績上位3グ、ループでは，特に上位と中の上のグループが市場拡大・製品

革新志向であり，その中では上位グループがより製品革新志向であり，中の

上グループがより市場拡大志向である。最上位グループは，上位，中の上グ

ループよりも製品革新志向が弱く，市場安定志向になっている。
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業績最上位

||(0.ω0， 0・020)・
市場安定宏、l句

-0.15 -0.1 ← 0.05 

-業績低位
(-0.110， -0.031) 

業績中の下・
(-0.076， -0.080) 

図 6
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0.1 

|市場拡大志向|

0.15 

業績最低位• (0.142， -0.103) 

既に指摘したように，われわれの分析対照となった地場の製造企業は，い

ずれも黒字決算を行っている相対的に優良な地場企業であり，従って，ここ

に見られた類型毎の特徴は代表的な地場企業群の内に見られた特徴としての

性質を有している。また被調査企業の内，業績的にも相対的に良い傾向を示

している窯業・土石製品に属する企業は約16%を占めていた。このグループ

の特長は，試験研究費を殆んど使わず，市場を道内特に工場の周辺地域に限

定し，安定した販売政策を採用している処にある O このグループの影響は，
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業績的に上位に属する企業集団に可成り強く認められると推定される。

しかし，それにも拘らず，われわれの分析結果は，製造業の企業成長に必

要な要件を素直な形で示していると思われる。即ち，製品革新志向，換言す

れば，試験研究を行い，新しい特徴ある技術や製品のサービスの開発に努力

する事が製造業にとり最も重要であり，次いで積極的に市場の拡大に努力す

る事が必要であるとの結果が示されている。

業種的に，金属・機械産業がこうした条件を備えている事実は，大変に心

強い反面，地場の製造企業の大半を占める木材・木製品や食料品産業におい

て，製品革新志向がとぼしいとの結果が示された事は，大きな問題を含んで

いると言えよう。

ただわれわれの調査は，単年度の限られた範囲内で、の調査で、しかない。従

って，今後この種の調査を繰返す事により，時系列的な分析を行う事-が必要

であると考えられる O
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